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今
年
度
の
会
員
獲
得
結
果
は
、
４
名

を
獲
得
し
た
み
ら
い
創
造
委
員
会
が
１

位
と
な
り
ま
し
た
。
２
位
は
３
名
を
獲

得
し
た
総
務
室
と
み
な
と
維
新
委
員
会

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
合
計

11
名
の
入
会
を
頂
き
、
会
員
総
数
は

１
４
７
名
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
次
年
度
も
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

総
務
室室

長　

中
村　

知
行

㈲
中
ペ
ン
塗
装
店

と
し
、
青
年
部
の
情
報
共
有
ツ
ー
ル
で

あ
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
タ
ッ
チ
（
Ａ
Ｔ
）
上

で
の
定
例
会
に
変
更
し
ま
し
た
。
定
例

会
後
の
「
会
員
同
士
の
交
流
・
懇
親
を

図
れ
る
企
画
」
を
実
施
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
非
常
に
残
念
で
す
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
状
況
が
ま
だ
ま
だ
続
く
可
能

性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｔ
定
例
会
の

内
容
を
精
査
し
て
い
く
必
要
性
も
感
じ

ま
し
た
。
一
日
も
早
く
通
常
の
定
例
会

を
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
お
こ
し
委
員
会

委
員
長　

立
場　

輝
栄

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
㈱

　

令
和
２
年
12
月
18
日
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
緊
急

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
３
弾
「
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
初
心
者
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相

談
会
」
を
八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開

催
し
、
市
内
の
経
営
者
ら
15
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
緊
急
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
第
1
弾
と
し
て
市
内
の
飲
食
店
・

サ
ー
ビ
ス
業
等
を
対
象
と
し
た
前
売
り
ク

ー
ポ
ン
販
売
支
援
事
業
「
は
ち
の
へ
支
援

ク
ー
ポ
ン
」、
第
2
弾
と
し
て
八
戸
青
年

会
議
所
と
共
催
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
事
業
「
八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
市
内

及
び
圏
域
事
業
所
を
対
象
に
デ
ジ
タ
ル

環
境
整
備
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
に

セ
ミ
ナ
ー
及
び
個
別
相
談
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
八
戸
商
工
会
議
所

中
小
企
業
相
談
所
と
の
共
催
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で

企
業
の
働
き
方
が
見
直
さ
れ
る
中
、
最

も
広
ま
り
つ
つ
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に

着
目
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
初
心
者
を
対
象

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
私
が
講
師
を
務
め
、
Ｗｅ
ｂ

会
議
と
テ
レ
ビ
会
議
の
違
い
や
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
に
必
要
な
機
材
や
環
境
、
Ｗｅ
ｂ
会
議

用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
比
較
や
、
Ｗｅ
ｂ
会
議

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

の
コ
ツ
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ

ー
後
の
個
別
相
談
会
で
は
、
ブ
ー
ス
に
訪

れ
た
企
業
の
相
談
に
青
年
部
会
員
及
び

会
議
所
職
員
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
で
予
定
し
て
い
た
青

年
部
事
業
を
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
地
域
を
支
え
る
青
年
経
済
人
と
し

て
の
熱
い
想
い
か
ら
こ
の
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
で
き
た
こ
と
は
正
に
青
年
部

ら
し
い
活
動
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長　

向
井　

誠
仁

㈱
コ
ネ
ク
ト
グ
ロ
ー
カ
ル

　

令
和
２
年
12
月
15
日
、
八
戸
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
12
月
定
例
会
を
開
催
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
参
集
し
て
の
定
例
会
を
中
止

青
年
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

ＹＥＧＹＥＧ
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足
を
運
ん
で
く
れ
た
人
を
驚
か
せ
ら
れ

る
よ
う
に
と
工
夫
を
し
て
巻
き
付
け
て

い
っ
た
。
高
い
と
こ
ろ
の
取
り
付
け
は

高
所
作
業
車
を
使
っ
て
取
り
付
け
る
等
、

メ
ン
バ
ー
内
で
一
致
団
結
し
て
作
り
上

げ
た
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
拡
散
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
行
っ
た
。
数
多
く
の
写
真
の

投
稿
が
あ
り
、
反
響
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

次
年
度
は
今
年
度
に
増
し
て
準
備
に

時
間
を
割
き
、
地
元
商
店
街
と
協
力
を

深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
再
開
発
事
業
計

画
の
あ
る
湊
町
の
経
済
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

　

み
な
と
維
新
委
員
会

委
員
長　

間
山　

健
一

㈲
八
戸
マ
イ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

　

令
和
２
年
12
月
５
日
、
青
森
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
主
催
に
よ
る
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
に
は
、
並
木
貴
憲
氏
（
か
ら

あ
げ
一
歩
グ
ル
ー
プ
代
表
）
を
迎
え
、「
Ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
事
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
配
信
に
よ
り
聴

講
し
ま
し
た
。
「
鬼
滅
の
刃
理
論
×
ワ
ン

ピ
ー
ス
理
論
」
と
題
し
、
今
や
日
本
を
代

表
す
る
ア
ニ
メ
（
漫
画
）
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
無
い
こ
の
２
つ
を
題
材
と
し
て
い
た

た
め
、
と
て
も
分
か
り
や
す
い
内
容
で
し

た
。
中
で
も
、「
麦
わ
ら
の一
味
と
鬼
滅
隊

の
目
的
の
違
い
と
会
社
（
お
店
）
作
り
の

関
係
性
」「
新
型
コ
ロ
ナ
に
勝
つ
た
め
の
チ

ー
ム
作
り
！
鬼
滅
隊
ｏｒ
麦
わ
ら
一
味
！
あ

な
た
は
ど
ち
ら
を
選
択
す
べ
き
か
？
」「
な

ぜ
こ
の
２
つ
の
チ
ー
ム
は
目
標
を
次
々
ク
リ

ア
し
て
い
け
て
る
の
か
！
鬼
滅
、
麦
わ
ら
、

フ
ァ
ン
の
多
い
店
の
共
通
点
と
は
？
」「
コ

ロ
ナ
で
落
ち
た
売
り
上
げ
を
戻
す
た
め
の

ヒ
ン
ト
は
鬼
滅
と
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
全
て
教
え

て
く
れ
る
」
な
ど
、
ア
ニ
メ
を
通
じ
て
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
考
え
る
内
容
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
、
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ

る
研
修
で
し
た
。

　

こ
の
学
び
を
活
か
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
厳
し
い
環
境
を
生
き
抜
い
て
い
き
た
い

で
す
。

　

青
森
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ

　
　
　

ノ
ビ
ユ
ク
研
修
交
流
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

桑
原　

冨
美
一

付
加
価
値
経
営
研
究
所

　

八
戸
に
は
歴
史
あ
る
港
が
あ
る
。
漁

の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
競
り
の
声
と
共

に
人
々
が
行
き
交
う
街
と
化
す
。
そ
こ

の
高
台
に
位
置
す
る
館
鼻
公
園
が
館
鼻

ツ
リ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
舞
台
と

な
っ
た
。
眼
下
に
は
、
八
戸
港
や
八
戸

大
橋
、
八
戸
シ
ー
ガ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
、
工

場
地
帯
と
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
さ
な
が
ら

の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
夜
景
が
広
が
る
。

一
方
、
日
曜
日
に
は
全
国
的
に
有
名
な

館
鼻
岸
壁
朝
市
が
目
の
前
で
開
催
さ
れ

る
。
最
寄
り
駅
の
前
に
は
歴
史
あ
る
湊

町
商
店
街
に
多
く
の
お
店
が
軒
を
連
ね
、

今
も
昔
も
八
戸
を
代
表
す
る
街
で
あ
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
館
鼻
公
園
に
は
東
日
本
大

震
災
の
体
験
を
伝
え
る
み
な
と
体
験
学

習
館
や
、
20
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
展
望

台
を
持
つ
グ
レ
ッ
ト
タ
ワ
ー
み
な
と
が

あ
る
。
公
園
は
地
域
住
民
の
憩
い
の
場

で
も
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
も
重
要
な

場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
み
な
と
維
新
委
員
会
で
は
魅

力
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
館
鼻
公
園
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
ま
ず
は
賑
わ
い
創

成
を
目
標
に
館
鼻
ツ
リ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
企
画
し
た
。
初
め
て
の
事
業

で
あ
っ
た
た
め
、
規
模
的
に
は
公
園
内

の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
１
本
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。
企
画
を
進
め
る
に
当

た
り
、
商
店
街
の
店
主
ら
で
構
成
さ
れ

る
湊
商
栄
会
や
各
町
内
会
の
皆
様
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
事
業
の
説
明
を
す

る
機
会
を
頂
戴
し
た
。
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
待
っ
て
い
た
と
い
う
ご
意
見

も
い
た
だ
い
た
。

　

限
ら
れ
た
委
員
会
予
算
の
中
で
、
多

く
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
買
う
た
め

に
外
注
は
せ
ず
、
保
険
を
か
け
な
が
ら

全
て
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
行
う
こ
と
に

決
め
、
作
業
は
安
全
第
一
と
し
た
。
電

飾
の
取
付
け
方
も
メ
ン
バ
ー
で
決
め
、

館鼻ツリーイルミネーション

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
事
業
の
あ
り
方
を
考
え
る

第
４
回
県
連
研
修
会
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令
和
３
年
２

月
27
日
、
経
営

力
向
上
研
修
会

発
表
会
「
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
ア

ワ
ー
ド
」
を
Ｗ

ｅ
ｂ
開
催
致
し

ま
し
た
。
10
月

か
ら
本
格
的
に

各
事
業
所
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
り
を

始
め
、
最
終
的
に
は
９
名
が
提
出
、
発

表
会
で
は
優
秀
プ
ラ
ン
と
し
て
選
ば
れ

た
３
名
が
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
の
添
削
・
相
談
を
公
開
で
行
う

と
い
う
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
、
他
社

や
異
業
種
の
現
状
分
析
や
課
題
、
そ
の

解
決
策
な
ど
を
視
聴
す
る
こ
と
で
得
た

気
づ
き
も
あ
り
、
大
き
な
収
穫
と
な
り

ま
し
た
。
講
師
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
審

査
員
を
務
め
て
頂
い
た
折
原
浩
氏
（
㈱

デ
ィ
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
）
に
は
、

経
営
学
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
と
い
う
手
法
、
事
業
計
画
の
立
て

方
、
補
助
金
申
請
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

本
事
業
に
関
わ
っ
て
頂
い
た
す
べ
て
の

方
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

み
ら
い
創
造
委
員
会

委
員
長　

森　
　

淑
乃

　

ゆ
め
ぷ
ら
す

　

令
和
３
年
３
月
５
日
～
６
日
に
福
井

県
鯖
江
市
に
於
い
て
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第

40
回
全
国
大
会
「
し
あ
わ
せ
福
井
さ
ば

え
大
会
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、

八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
及
び
鯖
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
中

心
と
し
た
第
40
回
全
国
大
会
実
行
員
会

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
り
大
会
開

催
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
米
良
会
長
の
「
今
年
度
の

大
会
は
中
止
に
せ
ず
、
延
期
も
し
な

い
。
今
年
度
の
事
は
今
年
度
で
終
わ
ら

せ
る
。」
の
強
い
信
念
の
も
と
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
で
の
開
催
か
ら
今
回
の
オ
ン

ラ
イ
ン
へ

見
直
す
な

ど
、
何
度

も
方
向
転

換
し
な
が

ら
大
会
開

催
に
こ
ぎ

つ
け
ま
し

た
。
６
日

の
記
念
式

典
の
挨
拶

で
は
完
全

な
形
で
開

催
で
き
な

っ
た
悔
し
さ
や
開
催
ま
で
の
苦
労
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
か
っ
た
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
米
良
会
長
、

第
40
回
大
会
実
行
委
員
会
及
び
関
係
者

各
位
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

次
回
の
第
41
回
全
国
大
会
は
香
川
県

高
松
市
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
今
回

は
現
地
へ
行
け
な
か
っ
た
分
、
来
年
度

は
ぜ
ひ
開
催
地
に
足
を
運
ん
で
大
会
を

盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長　

向
井　

誠
仁

㈱
コ
ネ
ク
ト
グ
ロ
ー
カ
ル

　

令
和
３
年
２
月
20
日
、
黒
石
市
に
て

青
森
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ
令
和
３
年
度
第
１
回
役

員
予
定
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
当
青
年

部
か
ら
は
中
村
次
年
度
会
長
予
定
者
ら

５
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
八

木
橋
旬
一
会
長
予
定
者
（
黒
石
Ｙ
Ｅ

Ｇ
）
を
議
長
と
し
て
事
業
計
画
案
や
収

支
予
算
案
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
懇
親
会
は
行
わ
ず
リ
ア
ル
＆

リ
モ
ー
ト
で
の
開
催
と
な
り
、
例
年
と

違
う
形
で
の
設
え
で
し
た
が
、
有
意
義

な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
青
森
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ
出
向
予
定
者

　

南
部
圏
ス
ク
ラ
ム
８
委
員
会

　
　
　
　

杉
本　

幸
晴

こ
う
せ
い
法
務
行
政
書
士
事
務
所

令
和
３
年
度
役
員
予
定
者
会
議

青
森
県

Ｙ
Ｅ
Ｇ

経
営
向
上
研
修
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

か
ら
１
年
あ
ま
り
。
昨
年
２
月
の
Ｙ
Ｅ

Ｇ
全
国
大
会
で
沼
津
の
街
を
「
マ
ス
ク
っ

て
苦
手
な
ん
だ
よ
」
な
ん
て
言
い
な
が
ら

歩
い
て
い
た
の
が
懐
か
し
い
昨
今
で
す
。

　

我
が
国
・
政
府
は
十
分
に
コ
ロ
ナ
対
応

を
し
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
私

の
職
掌
で
あ
る
雇
用
調
整
助
成
金
に
関

し
て
は
、
特
に
小
規
模
事
業
者
向
け
に

手
続
き
が
簡
便
に
な
り
、
む
し
ろ
本
来

あ
る
べ
き
形
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
感
が
あ
り
ま
す
。
八
戸
市
で
は
雇
用

調
整
助
成
金
申
請
補
助
金
を
設
け
、
制

度
の
利
用
促
進
を
図
る
な
ど
の
取
組
み

も
あ
り
ま
し
た
。

　

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
個
人
番
号

の
運
用
が
万
全
で
な
く
、
１
人
10
万
円

の
給
付
を
も
ら
う
の
に
手
間
が
掛
か
り

ま
し
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
発
足
に
よ
り

そ
う
い
っ
た
問
題
も
解
消
さ
れ
て
行
く
で

し
ょ
う
。

　

現
在
で
も
、
個
人
番
号
に
公
金
収
受

口
座
の
指
定
が
で
き
る
な
ど
、
事
前
に
い

く
つ
か
入
力
し
て
お
け
ば
、
勝
手
に
年

金
が
入
り
始
め
る
、
な
ん
て
こ
と
が
可
能

な
ほ
ど
各
種
電
算
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
私
は
新
し
い
仕
事
を
探

さ
な
い
と
行
け
ま
せ
ん
ね
。

　

南
部
圏
ス
ク
ラ
ム
８
委
員
会

委
員
長　

清
野　

大
輔

　

年
金
ラ
ボ
・
清
野
社
労
士
事
務
所

第
40
回
全
国
大
会

福
井
さ
ば
え
大
会

日　
本

Ｙ
Ｅ
Ｇ

発表会

お

屋

ん
ら

部

ど
の

E

八

G

戸
Y



令和 3年 3月 20日　1625号 八戸商工ニュース （4）

ご 卒 業 お め で と う ご ざ い ま す

（五十音順）

❷

❶
❸

岩崎健一　（株）八戸プラザホテル
H28入会　南部圏スクラム８委員会

　入会以来、お世話にな
りました。
　30 周年記念祝賀会で少
しは貢献できたのかなと
思っています。

　全国サッカー大会大懇親会が最後
の任務と思っていたので残念です。
　皆様のご活躍を心からお祈り致し
ます。
　ありがとうございました！

片岡典哉　北日本電子商事（株）
H27入会　みらい創造委員会
　地域の子供教育を意識
し、そこに携わる中でジ
ュニエコを知りました。
外部組織で活動後青年部

に入会しました。他の事業に殆ど参
加出来ませんでしたが、参加したも
のは楽しみました。ありがとうござ
います。

大館一法　（宗）大慈寺
H24入会　南部圏スクラム８委員会

　既に卒業した気分にな
っておりました。
　とは言うものの多くの
ご縁を頂き誠にありがと
うございます。

　この素晴らしい思い出を胸に卒業
します。
　ご苦労も多いことと存じますが、
皆様のご健康とご活躍を祈念申し上
げます。

木村栄一　（有）マルキク木村商店
H29入会　スポーツまちおこし委員会

　沢山の方々と知り合う
事が出来、沢山の事を共
に経験出来た事に感謝し
ております。今後の人生

においても、この繋がりにより沢山
の事を学ばせていただく事になると
思っております。本当にありがとう
ございました。

島守英樹　（株）島守ダクト
H24入会　南部圏スクラム８委員会

　９年間青年部活動をさ
せて頂きました。カッタ
ーレースをしたくて入会
した青年部ではありまし
たが、皆様と出会い、酒

を酌み交わし、支えて頂きまして、
ＹＥＧでしか味わえない貴重な経験
をたくさんさせていただきました。
メッチャ楽しかった！本当にありが
とうございました！

橋本吉徳　（株）ハシモトホーム
H9入会　みらい創造委員会

　ありがとうございました。

森　　清　（株）七洋
H28入会　南部圏スクラム８委員会

　在籍中は青年部活動へ
なかなか参加できずに卒
業することになりました。
　今後も青年部の活躍を

期待しております。
　ありがとうございました。

森　淑乃　（同）ゆめぷらす
R2入会　みらい創造委員会
　「名刺ひと箱持ってき
てね！」と言われてドキ
ドキで初参加した定例会。
それから 6 年、頼もしい

先輩と濃すぎる仲間と大いに学び成
長しました。素敵な仲間に支えられ
て前進できたことに感謝。

　

本
号
が
２
年
任
期
最
後
の
青
年
部
だ

よ
り
と
な
り
ま
す
。
総
務
の
担
当
副
会

長
を
引
き
受
け
た
つ
も
り
が
、
室
長
だ

っ
た
と
勘
違
い
し
た
の
は
過
去
の
話
。

充
実
の
２
年
間
で
し
た
。
お
世
話
に
な

っ
た
先
輩
方
も
卒
業
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
繋
が
り
を
大
事
に
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

総
務
室室

長　

中
村　

知
行

㈲
中
ペ
ン
塗
装
店

編
集
後
記

❶
卒
業
生
名
入
り

　

八
鶴
吟
醸
酒

❷
錫
製
タ
ン
ブ
ラ
ー

❸
卒
業
記
念
コ
ー
ス
タ
ー

卒
業
記
念
品
写
真


